
高梁川流域の

伝統的な行事と芸能
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　「備中たかはし松山踊り」は、県下３大踊りのひとつで、毎年８月１４日から３日間、備中高梁

駅前大通りで開催されます。

　参加型の踊りで誰でも踊りの輪に入ることができ、期間中の駅前は踊り一色に染まり、その

規模は県下最大級の盆踊りです。  

　松山踊りには町の人々から始まった「地踊り」と、武家に伝わった「仕組踊り」がありますが、

現在では「地踊り」が中心に踊られています。

　歴史は古く、江戸時代慶安元年(１６４８年)、当時の藩主水谷勝隆が、五穀豊穣と町家の繁栄

を祈って、踊ったのが始まりと言われています。

関係のある場所
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